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安
芸
高
田
市
の
存
続
を
か
け
、
人
口
減
の
対
策

は
喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、
平

成
27
年
の
安
芸
高
田
市
の
人
口
２
９
，
６
７
６
人

が
、
10
年
後
の
平
成
36
年
に
は
２
６
，
３
２
６
人

と
推
計
さ
れ
、
３
，
３
５
０
人
の
減
少
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
安
芸
高
田
市
で
は
、
長
期

総
合
計
画
（
平
成
27
年
〜
平
成
36
年
）
に
於
い
て
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
定
値
よ

り
１
，
２
０
０
人
上
乗
せ
し
、
目
標
人
口
を
２
７
，

５
０
０
人
と
定
め
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
目

標
を
達
成
す
る
に
は
、
学
校
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
空
家
等
の
有
効
活
用
、

働
く
場
（
就
労
）
の
確
保
等
の
事
業
の
展
開
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
働
く
場
（
就
労
）
の

確
保
は
定
住
の
必
須
の
条
件
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

総
務
省
で
は
、
人
口
構
造
の
急
激
な
変
化
の
中

で
、
個
々
の
働
く
意
欲
に
応
え
、
そ
の
能
力
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
活
躍
で
き
る
環
境
の
実
現
や
女

性
・
高
齢
者
・
障
害
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
、
出

産
・
子
育
・
介
護
と
仕
事
が
両
立
出
来
る
状
況
を

創
出
し
、
労
働
力
人
口
の
減
少
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
・
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業
の
推
進
に
よ

り
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
・
自
己
啓
発
の
時
間
増

加
や
安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
な

ど
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が
可

能
で
あ
り
、
U
I
タ
ー
ン
の
就
労
対
策
・
柔
軟

な
働
き
方
に
よ
り
有
能
な
人
材
確
保
・
環
境
負
荷

軽
減
・
営
業
効
率
の
向
上
や
コ
ス
ト
軽
減
が
期
待

で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は
、
3
年
前
に
光
高
速
通
信
網

を
全
市
に
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
へ
の

情
報
連
絡
（
お
太
助
フ
ォ
ン
）
へ
の
活
用
だ
け
に

設
置
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
光
高
速

通
信
網
は
都
市
と
過
疎
地
（
中
山
間
地
）
の
差
を

無
く
す
る
絶
好
の
道
具
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
光

高
速
通
信
網
は
こ
れ
ま
で
都
市
部
の
定
番
で
あ
っ

た
在
宅
で
の
物
販
を
中
山
間
地
で
可
能
に
し
ま
し

た
。
企
業
（
事
業
所
）
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

誘
致
、
仕
事
の
み
の
誘
致
・
家
庭
で
出
来
る
仕
事

の
創
出
（
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
等
）
を
可
能
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
用
は
、
こ
れ
ま
で
不
可

能
で
あ
っ
た
都
市
部
に
対
抗
出
来
る
手
段
と
し

て
、
有
効
に
活
用
し
、
定
住
に
繋
げ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
事
業
の
効
果
的
普

及
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、
産
官
学
の
連
携
を
強

め
、
市
民
向
け
の
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
光
高
速
通

信
網
を
活
用
し
た
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
等
は
、

場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
で

す
。
一
方
で
、
個
人
情
報
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
十
分
に
施
す
必
要
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

対
策
を
十
分
に
講
じ
て
、
こ
の
事
業
を
推
進
す
れ

ば
、
安
芸
高
田
市
の
人
口
減
対
策
（
定
住
対
策
）

の
一
役
を
担
う
こ
と
に
、
間
違
い
な
い
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
で
は
「
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー

シ
ン
グ
（
テ
レ
ワ
ー
ク
）」
を
平
成
29
年
度
事
業

の
中
で
、
新
規
の
重
点
施
策
と
位
置
づ
け
、
家
庭

で
出
来
る
、
雇
用
の
機
会
の
増
加
を
図
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●題字：安芸高田市長　浜田一義

都
市
で
は
な
く
、
安
芸
高
田
市
（
自
宅
）
で
出
来
る
就
労
の
創
出

安芸高田市歴史民俗博物館

学芸員　秋本 哲治

城
跡Ⅰ

Ⅱ
い
ず
れ
も
粗
い
整
地
の
小
さ
な
郭

が
多
数
あ
り
、
大
き
な
郭
が
連
な
る
中
心

部
と
は
異
な
る
構
造
で
す
。
し
か
し
範
囲

は
広
大
で
土
橋
A
ま
で
城
域
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
一
部
に
土
塁
が
断

片
的
に
複
数
残
り
、
そ
の
多
く
が
斜
面
に

あ
る
「
竪
土
塁
」
状
で
、役
割
は
謎
で
す
。

こ
の
南
側
郭
群
は
今
の
県
道
側
、
吉
田

方
面
に
対
し
て
備
え
で
あ
り
、
高
橋
氏
が

元
就
に
攻
め
ら
れ
た
際
に
築
い
た
可
能
性

も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、

北
側
の
尾
根
の
調
査
を
進
め
ま
す
！

立
地
　
　

今
回
、
新
た
に
確
認
し
た
の
が
Ⅰ
と
Ⅱ

で
す
。Ⅰ
は
松
尾
城
中
心
部
南
側
の
堀
切
の

先
に
派
生
す
る
、
３
つ
の
尾
根
上
に
広
が

り
、Ⅱ
は
Ⅰ
の
東
の
尾
根
上
に
あ
り
ま
す
。

歴
史戦

国
初
期
に
安
芸
北
部
か
ら
石
見
に
勢

力
を
誇
っ
た
高
橋
氏
の
居
城
で
す
。
築
城

時
期
は
不
明
で
す
が
、
１
５
１
６
年
、
毛

利
興
元(

元
就
兄)

が
こ
こ
を
攻
め
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
１
５
２
９
〜
３
０
年
頃

に
、
元
就
と
備
後
の
和
智
氏
が
大
内
軍
と

と
も
に
こ
の
城
の
高
橋
弘
厚
を
攻
め
、
落

城
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

シリーズ｢お城拝見！｣第 73回松尾城（南郭群）《美土里町横田》
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2010 年の第 2 回で紹介した松尾城。地元の方の情報で再
度調査を行い、従来の城域よりも遥かに広大であったことが
判明しました！取り急ぎ２回に分けて概要を速報します。

松尾城遠望（南東側より撮影）

松尾城南郭群略測図（作図　秋本哲治）

斜面に残る謎の土塁群（東側から撮影）

位置図（国土地理院標準地図より）
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